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The Two Noble Kinsmen is an interesting and peculiar play among Shakespeare’s 
great works and one which has given rise to much discussion as to its authorship.  
Until recently, though, it has not often been included in collected editions of his plays. 
Currently, however, many critics concede that Shakespeare collaborated with John 
Fletcher on this work.  By the description in the Stationers’ Register, in which the 
play was entered in April 1613, it is clear that it was performed at the Blackfriars, the 
indoor private theatre that was used during winters and, this time, while the Globe 
Theatre was being rebuilt after a fire.  Furthermore, the morris-dance in Act 3, Scene 
5—connected with Francis Beaumont’s court masque—reflected an ongoing transition 
from verbal representation to representation by action and other visual means.   
In what ways did the change of venue from the Globe Theatre to the Blackfriars 
affect this work?  Following from my interest in the theatrical environment during 
Shakespeare’s later years, it is the purpose of this paper to investigate how these 
circumstances influenced his late plays.  We discuss these influences and the flow of 
the dramaturgy in Shakespeare’s last collaborative work through an examination of 
peculiar elements in the play and its structure. 
 
 
I 
 
The Two Noble Kinsmenは、Shakespeareの作品の中でも極めて特異な劇であり、その
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原因のひとつに、著作者の問題が挙げられる。特異な点としては、ごく最近までこの作品
がShakespeareの全集や版本に入っていなかったことである。今では、概ね多くの批評家
によって、この作品はJohn FletcherとShakespeareとの共作として見なされてはいるもの
の、Signet版が 1966年に収録し、New Penguin版が 1977年に収録、Oxford版は 1989年
に発行し、Arden版は 1997 年に取り上げるようになった。日本での上演も極めて珍しく、
佐藤里恵翻訳および演出による 2003年 5月横浜山手ゲーテ座と 2004年 5月の東京両国の
シアターχでの上演が行われ、異色の作として最近は注目を浴びつつあるのが現状であり、
この作品の奇妙な特異性を現すものと言えよう。また、この作品は書籍登録組合になされ
た出版登録簿により、私設劇場であるブラックフライアーズ座で上演されたことが分かっ
ており、しかも、この 2 名の著作者の名前とともに悲喜劇と明記したジャンル分けが記さ
れている。1 一体、この作品は本当に悲喜劇なのか。また、私設劇場で上演されたことと、
この劇の特異な点との間に何か関連はあるのだろうか。さらに、第 3幕第 5場のモリスダ
ンスは 1613年 2月 20日にホワイトホールでJames I世とElizabeth王女、Palatine選帝候
を前にして上演されたFrancis Beaumontの仮面劇、The Masque of the Inner Temple and 
Gray’s Innのアンチマスクを利用したことが分かっている。2 しかも、この仮面劇のタイ
トルには法学院の名前がついているのだが、宮廷で上演された仮面劇や法学院とこの芝居
との間には何か関連はないのであろうか。 
Fletcherとの共作ではあるが、Shakespeareのおそらく、最後の作品と考えられるこの
作品におけるいくつかの特異な点や劇構造を調べながら、劇場の変化や演劇的な環境がこ
の作品にどのような影響を与え、それは、Shakespeareのドラマツルギーの大きな流れの
中で、どのような意味や位置づけをもつのかについて考察してゆきたい。 
 
 
II 
 
まず、この芝居の劇構造を考える上で、必要不可欠なプロローグについて考察してゆき
たい。エピローグとプロローグは主にFletcherが書いたと考えられている箇所ではあるが、
この芝居の枠組と特異な体質を示しているので、考察に値すると考える。3 ブラックフラ
イアーズ座などの私設劇場で主に用いられたトランペットとコロネットのファンファーレ
がここでは両方使われ、大響音で鳴り響き、プロローグ役の役者が登場し、“New plays and 
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maidenheads are near akin, / Much followed both, for both much money gi’en, / If they 
stand sound and well;”（Prologue 1-3）と、前口上を述べている。この箇所では、新作芝
居と結婚前の乙女とをかけ、その価値を金銭感覚で推し量る比喩が見られる。婚礼の日の
比喩が使われるのは、主筋のTheseusとHippolytaの婚礼の儀式が伏線となっていることと
も関連があると思われるのだが、本来取り上げにくい領域の微妙なものの価値をこのよう
な金銭や売買の感覚であえて表現するのは、Shakespeare後期の作品やジェイムズ朝の劇
作品に見られる特徴でもある。Charles H. Freyはこの 1行目の箇所を取り上げて、正に高
潔な「結婚の貞節」というより深いテーマが現れているとして、この腐敗した世の中にお
いて純粋な恋愛や芸術の想像力との関係よりもこうした高潔さがまともに生き残れるであ
ろうかとしているが、果たしてそうであろうか。4 また、Richard Abramsはふたりの貴
公子たちはプロローグ役と同様に古代の気高い理念を切望してはいるが、愛と名誉を営利
化した追求には粗悪な品性の悪さが潜んでいると述べている。5 筆者の見方もこの視点に
近く、この箇所で感じとれるのは、上流の観客対象の演劇でありながら、根底にある一種
独特な猥雑さと恋愛の対象や異性を金銭感覚でとらえる、こうしたグロテスクな雰囲気、
およびこうした比喩をも営利の手段として利用しようとする演劇のメタファーであると考
える。さらにまた、これから始まる芝居や恋愛の対象としての女性に対する、とらえどこ
ろのなさ、不安、不確かさであり、これはこの作品全体の主旋律をなす基調であるとも言
えよう。 
さらにプロローグ役は自分たちの新作芝居がそのようにお金をかけられ、望まれる、恥
じらう乙女ようなものであってほしいと願いながら、原作者として Chaucer の名をあげ、
観客に次のように、要請している。 
 
We pray our play may be so; for I am sure 
It has a noble breeder and a pure, 
A learnèd, and a poet never went 
More famous yet ‘twixt Po and silver Trent. 
Chaucer, of all admired, the story gives; 
There, constant to eternity, it lives. 
If we let fall the nobleness of this, 
And the first sound this child hear be a hiss, 
How will it shake the bones of that good man, 
And make him cry from under ground, ‘O fan 
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From me the witless chaff of such a writer 
That blasts my bays and my famed works makes lighter 
Than Robin Hood!’  This is the fear we bring; 
For, to say truth, it were an endless thing, 
And too ambitious, to aspire to him, 
Weak as we are, and almost breathless swim 
In this deep water.  Do but hold out 
Your helping hands, and we shall tack about 
And something do to save us: you shall hear 
Scenes, though below his art, may yet appear 
Worth two hours’ travail.  To his bones sweet sleep; 
Content to you.  If this play do not keep 
A little dull time from us, we perceive 
Our losses fall so thick we must needs leave. 
 (Prologue 9-32) 
 
N. B. Bawcuttは芝居の出典をあげ、しかもそれを偉大な作品として敬意を払っている点で、
このプロローグはエリザベス朝のプロローグの中では特異であると述べている。6 確かに
プロローグ役は偉大な産みの親、原作者であるChaucerの名をあげ、それを目指すとは無
謀なことであり、無力な我らは、この深海を息を切らせて泳ぐのみと、観客にChaucerを
越えるつもりも、かの偉大な詩人の墓下の骨を揺り動かすつもりもないことを印象づけて
いる。そして、そのような大望を抱かないことを明言することにより、肩肘はらないで観
られる気楽さ、緊張感からの解放を観客に与えている。芝居の主旋律を予示する不確かさ
と、大したことは目指していないという安堵感の織りなす、二項対立の図式をすでに、こ
のプロローグは示していると言えよう。芝居の初演の日における上演を“this child”（l. 16）
と子供の比喩で表現することにより、プロローグ前半からの結婚や子孫の繁栄、利殖、金
銭感覚でものごとを推し量る経済観などのメタファーへと関連づけている。また、海のイ
メージは牢番の娘の様々な思いや迷いを表現するのに使われ、ふたりの貴公子たちの内面
のさまざまな思いとのダブル・プロットとしても用いられている。 
このプロローグでは Chaucerの崇高さが印象づけられているが、こうした高貴さへの配
慮はいかなる効果を持つのであろうか。おそらく観客論に関わることではないかと考えら
れるが、この点については、作品の構造を考えてゆく中で触れてゆきたい。 
最後に観客に劇への参入と拍手の助けを要請し、32行目の“our losses”はグローブ座焼失
への示唆と考えられているが、厭世観に満ちた台詞でプロローグを締めくくっている。7 
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エピローグについては、芝居の終わり方のところで、取り上げてゆきたい。 
 
 
III 
 
次にこの芝居の特異性のひとつである、パノラマ風仮面劇的場面や音楽の要素、人工的
装置の利用などについて考察してゆきたい。 
プロローグ役の導入の後、第 1幕第 1場では、宮廷仮面劇的黙劇が展開している。まず、
音楽が奏でられた後に、婚礼の神Hymenが燃える松明を持って登場する。ここでは、結婚
の行列を導く神、本物のHymenそのものではなく、Hymenに扮した少年俳優が登場して
いる。こうした美少年の俳優が登場するのは、少年劇団によるブラックフライアーズ座演
劇の特色のひとつである。その前を白いローブを着た少年が歌を歌いながら、花を撒いて
いる。歌やこうした優雅な見せ物的行列、絵画的表現の長いト書きもこうした演劇の特徴
のひとつと言えよう。Hymenの後から、長い髪をたらした妖精姿の乙女が多産の象徴であ
る小麦の冠を頭に戴いて登場する。それから、小麦の冠をつけた別のふたりの妖精姿の乙
女たちにはさまれてTheseusが登場する。続いて、花嫁Hippolytaが、Pirithousと頭上の冠
を支える者に導かれて、登場する。彼女の髪も同様に長くたれている。姉の後ろから、Emilia
が花嫁の裳裾を持って登場し、Artesiusと従者たちが続いている。この箇所はBen Jonson
のHymenaeiなど、宮廷仮面劇の影響が認められる箇所である。8  
行列の間、少年が登場し、奏される音楽に合わせて、次のように歌っている。 
 
Roses, their sharp spines being gone, 
Not royal in their smells alone, 
But in their hue; 
Maiden pinks, of odour faint, 
Daisies smell-less, yet most quaint, 
And sweet thyme true; 
 
Primrose, firstborn child of Ver, 
Merry springtime’s harbinger, 
With her bells dim; 
Oxlips, in their cradles growing, 
Marigolds, on deathbeds blowing, 
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Lark’s-heels trim; 
 
(Strewing flowers) All dear Nature’s children sweet 
Lie ‘fore bride and bridegroom’s feet, 
Blessing their sense. 
Not an angel of the air, 
Bird melodious or bird fair, 
Is absent hence. 
 (I. I. 1-18) 
 
少年俳優の歌は祝婚歌になっており、自然の花々に新郎新婦である Theseusと Hippolyta
のお側を甘く芳しい香りで飾り彼らの感覚を喜ばすように、天に囀る天使の鳥よ、聞いて
楽しく、見目麗しく、声高く歌えと呼びかけている。祝婚の中身でありながら、マリーゴ
ールドは死の床で咲くと歌われている。この歌では結婚と葬儀が共に歌われ、裏表になっ
ている。さらに不吉な鳥たちに婚礼の館の上に飛び来るな、不協和音をもたらすなと呼び
かけるのであるが、その直後に 3 人の喪服姿の王妃たちが頭に王冠を載せて、黒いベール
に顔を隠し、登場する。第 1の王妃は Theseusの足元にひれ伏し、第二の王妃は Hippolyta
の足元にひれ伏し、第3の王妃はEmiliaの足元にひれ伏すという図式的演出になっている。
本来、隣り合わせてはならない、あるいは、そうあってほしくない祝婚と葬儀という相反
するふたつの要素がこの劇では同時に存在し、この劇の色調を特色づけている。また、劇
の大枠をなす主節の明るい要素が暗い主旋律の要素によって暗い色調を増し、くじかれて、
なかなか進んでいかない挫折感を感じさせる劇構造になっている。祝婚と死のイメージが
かくも鮮やかにグロテスクに表現されるのは、何故なのであろうか。この忌避すべき感情
あるいは嫌悪感は同じように Theseus と Hippolyta の祝婚を扱った Shakespeare 初期の
喜劇 A Mid ummer Night’s Dreamとは全く異質の音調を持つものである。 s
第二の王妃はHippolytaに“For your mother’s sake, / And as you wish your womb may 
thrive with fair ones, / Hear and respect me.”（I, I. 26-28）と死の床と婚礼の新床をかけ
て話を聴くよう願い出ている。また、第一の王妃は Creonの怒り触れて、彼女たちの夫で
ある王の遺体が青天井のもとに曝されていることを嘆き、遺骨を礼拝堂に納めさせてほし
いと王妃を代表して懇願すると、Theseusは Capaneus王婚礼の日のことを回想して、次
のように言っている。 
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King Capaneus was your lord; the day 
That he should marry you, at such a season 
As now it is with me, I met your groom 
By Mar’s altar; you were that time fair— 
Not Juno’s mantle fairer than your tresses, 
Nor in more bounty spread her.  Your wheaten wreath 
Was then nor threshed nor blasted; Fortune at you 
Dimpled her cheek with smiles.  Hercules, our kinsman— 
Then weaker than your eyes—laid by his club; 
He tumbled down upon his Nemean hide 
And swore his sinews thawed.  O grief and time, 
Fearful consumers, you will all devour! 
 (I. I. 59-70) 
 
美しかった Capaneus 王婚礼の日の王妃が今はやつれはて、喪服に身を包み、かくも悲劇
的な状況であることを認識させる Theseusのこの台詞も、この芝居においては結婚と死が
裏腹になっており、こうした二項対立の微妙なバランスの上にこの芝居の構造が成り立っ
ていることを観客に意識させている。Hippolytaと Emiliaの熱心な懇願に負けて、Theseus
は自らの婚礼の儀式よりも先に Creonに対する戦闘を開始する決心をする。王妃たちに向
かって、Theseusは次のように言い、第 1幕第 1場を閉じる言葉としているが、この台詞
が枠となり、Palamonと Arciteの友情と恋愛の葛藤が展開することになる。 
 
 As we are men, 
Thus should we do; being sensually subdued, 
We lose our human title.  Good cheer, ladies! 
Now turn we towards your comforts. 
 (I. I. 231-34) 
 
また、この芝居にはホルンやコロネット、トランペットやリコーダーなどのファンファ
ーレの楽器や偉人の出退場を知らせる装飾的音楽、舞台上の室内音などがよく使われてい
る。こうした効果はどのような意味や位置づけをもつのであろうか。第 1幕第 4場のト書
きと冒頭の場面を見てみよう。 
 
Cornetts.  A battle struck within; then a retreat. 
Flourish.  Then enter  ⎡from one door⎤  Theseus, 
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victor,  ⎡followed by the Herald and attendants bearing 
Palamon and Arcite on two hearses.  From the opposite 
door⎤  the three queens m e  him and fall on their e t
faces before him 
FIRST QUEEN 
To thee no star be dark. 
SECOND QUEEN Both heaven and earth 
Friend thee for ever. 
THIRD QUEEN All the good that may 
Be wished upon thy head, I cry amen to’t. 
THESEUS 
Th’ impartial gods, who from the mounted heavens 
View us their mortal herd, behold who err, 
And in their time chastise.  Go and find out 
The bones of your dead lords, and honour them 
With treble ceremony; rather than a gap 
Should be in their dear rights, we would supply’t. 
But those we will depute, which shall invest 
You in your dignities, and each thing 
Our haste does leave imperfect.  So adieu, 
And heaven’s good eyes look on you. 
 The Queens rise and exeunt. 
(To the attendants, pointing to Palamon and Arcite) 
 What are those? 
HERALD 
Men of great quality, as may be judged 
By their appointment. Some of Thebes have told’s 
They are sisters’ children, nephews to the King. 
 (I. 4. 1-16) 
 
TheseusとCreonが実際に戦闘する場面は舞台上では演じられないが、この短いト書きが指
示するスペクタクル的演出によりTheseusが勝利し、課題のひとつを果たしたことが分か
るようになっている。ト書き最初のCornettsはエリザベス朝のコロネットであるため、ト
ランペットタイプの吹口をもつ木製の楽器で、手で穴をふさいで吹くものであり、金管楽
器と木管楽器の間の音感を出し、主に私設劇場で用いられたものである。9 私設劇場で用
いられた楽器が使われている点も、この芝居を特徴づける要素であると言えよう。舞台奥
では戦闘の音が鳴り、それから退却の音が響き、ファンファーレの音と共に勝利者として
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のTheseusが従者を従えて登場する。3人の王妃はTheseusと出会い、その御前にひれ伏す
ことにより、感謝の意を表し、その御代を讃えている。Theseusはこの作品の中では、ま
るでProsperoのようにこの劇の筋の進展に大いに関わり、演出家よろしく芝居を取り仕切
り、支配する立場にある。このような為政者の威信を強調する描かれ方をしているのは、
おそらくこの劇の宮廷や私設劇場での上演やElizabeth王女の婚礼の際の出し物をこの劇
団が考案していた時とこの作品の創作年代が近いことと何らかの関係があると思われる。
Theseusは王妃たちに亡き王たちの遺骨を手厚く葬るように申しつけ、これが次の場の葬
儀の歌へと繋がってゆく。担架の上に置かれたPalamonとArciteが運びこまれるのも観客
の目をそこに釘付けにする視覚的な演出であると言えよう。亡き王たちの葬儀が威厳と格
式をもって執り行なわれることとなり、Theseusも婚礼へと急行できる段になって、観客
の視点がふたりの貴公子へと注がれる劇構造になっている。次にこの劇の特異性を現す王
妃たちによる葬儀の歌を見てみよう。 
 
THE THREE QUEENS (sing) 
Urns and odours bring away; 
Vapours, sighs darken the day; 
Our dole more deadly looks than dying; 
Balms and gums and heavy cheers, 
Sacred vials filled with tears, 
And clamours through the wild air flying 
 
Come all sad and solemn shows 
That are quick-eyed pleasure’s foes; 
We convent naught else but woes, 
We convent naught else but woes. 
 (I. 5. 1-10) 
 
第 5 場が開けると、厳粛な葬儀のための音楽が鳴り、Theseusの申しつけどおり威厳をも
って葬儀を執り行うため、王妃たちが王であった騎士たちの棺を運び込む従者を伴って登
場する。挽歌始めの第 1 連では、暗さ、気ふさぎ、重たさが感じられ、悲しみの歌になっ
ている。こうした悲観主義は作品全体の色調ともなり、劇全体を貫いている。10 Penguin
版ではこの場について、国王一座に第 1幕第 1場最初の歌を歌った才能ある少年俳優がい
たならば、その少年俳優がこの挽歌も歌ったのではないかと述べている。11 またBawcutt
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はこの芝居は凝った舞台上の効果を必要とすると述べ、第 1 幕の歌や牢番の娘の口ずさむ
詩の断片には伴奏が必要であると述べている。12 このような音楽の多用や凝った舞台効
果はこの劇の特質であり、そのような方向に当時の流行や劇団の状況が動いていたと言え
よう。第 3の王妃は“This funeral path brings to your household’s grave; / Joy seize on 
you again; peace sleep with him!”（I. 5. 11-12）と述べている。この台詞には喜びと悲し
みの二局が均衡をとって強調されている。さらに第 3の王妃は“This world’s a city full of 
straying streets, / And death’s the market-place, where each one meets.”（I. 5. 15-16）
とこの場を締めくくる言葉を述べているが、この台詞の、誰にもどうにもすることができ
ないほど陰鬱で重く、暗いトーンは暗い喜劇以上に重苦しい色調をもつものであると言え
よう。3 人の王妃は従者を連れてそれぞれ別のドアから退場し、第 1 幕の終わりとなって
いる。特にこの場面は儀式で終始しており、ページェント風仮面劇の影響があると考えら
れる。第 1 幕が儀式的な場面に始まり、儀式で終わっていることも、この劇の特異性とし
て考えられよう。しかも、中断された婚礼の儀式で始まり、厳粛な葬儀で終わっているこ
とは、この芝居の悲喜劇的意識を喚起する枠として、大きな意味をもつものと考えられる。 
この劇の中には技巧的な装置が使われていると考えられる箇所がいくつかあるが、中で
も顕著なのは、第 5幕第 1場においてPalamon、ArciteとEmiliaが祭壇の前に跪き、それ
ぞれの信奉する神に祈りを捧げる場面である。まず、Arciteとその騎士たちは軍神Marsの
祭壇の前に全身をなげうって平伏し、跪いて祈りを捧げている。“Give me, great Mars, / 
Some token of thy pleasure.”（5. I. 60-61）とArciteが声をかけ、先刻と同じようにひれ伏
すと甲冑のぶつかり合う音が戦いの始まりを示す短い雷鳴とともに聞こる。こうした音響
効果も技巧的な装置によるものであると考えられる。この音で騎士たちは立ち上がり、祭
壇に礼をして退場し、Palamonとその騎士たちと入れ替わる。Palamonは愛の女神Venus
に懇願して、声をかけると、音楽が聞こえ、鳩のはばたく音が聞こえる。Palamonたちは
Arciteと同様、儀礼を尽くして平伏し、跪いて祈りを捧げた後、お辞儀をし、退場する。
ここで使われた鳩の羽ばたく音はおそらく実際の鳩を舞台下のはね上げ戸を通って連れて
きて、さらに、祭壇の後ろから放ったものと考えられている。13 この場面の中でも、最
も技巧的なのがEmiliaが祈りを捧げる場面であるので、この箇所のト書きを見てみよう。 
 
Still music of recorders.  Enter Emilia in white, 
her hair about her shoulders, and wearing a 
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wheaten wreath; one in white holding up her train, 
her hair stu k with flowers; one before h r c e
carrying a silver hind, in which is conveyed incense 
and sweet odours; which being set upon the altar, 
her maids standing aloof, she sets fire to it.  Then 
they curtsy and kneel. 
 (5. I. 136-37, S.D.) 
 
引用箇所のト書きの部分はページェント風黙劇になっている。リコーダーの静かな音楽の
後、白装束のエミーリアが髪を肩までたらし、小麦の冠をつけて登場する。Emiliaの前を
歩く乙女は銀の鹿を持ち、その鹿の中から香と甘い香りが運ばれてくる。ここでは、視覚
的な効果とともに嗅覚的な効果も用意されている。鹿が祭壇におかれると、乙女たちは離
れて立ち、Emiliaが鹿に火をつける。鹿に火をつける演出も儀礼的であり、同時代の仮面
劇の影響を受けた手法であると言えよう。一同か膝を折ってお辞儀をし、跪いた後で、
Emiliaは信奉する女神 Dianaに次のように祈りを捧げている。 
 
 This is my last 
Of vestal office; I am bride-habited, 
But maiden-hearted.  A husband I have ’pointed, 
But do not know him; out of two I should 
Choose one, and pray for his success, but I 
Am guiltless of election; of mine eyes 
Were I to lose one—they are equal precious— 
I could doom neither; that which perished should 
Go to’t unsentenced.  Therefore, most modest queen, 
He of the two pretenders that best loves me 
And has the truest title in’t, let him 
Take off my wheaten garland, or else grant 
The file and quality I hold I may 
Continue in thy band. 
 (5. I. 149-162) 
150行目から 151行目にかけて、Emiliaは「今は花嫁衣装に身を包むも、心は乙女」と述
べているが、これはプロローグ役の新作芝居がそうあってほしいという願いと重なってい
る。この芝居は演劇へのメタファーや演劇論への問いかけを常に観客に意識させる創りに
なっている。牢番の娘とは対照的に Emiliaは結婚相手を自分では選べない。Theseusより
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選ぶ機会を与えられても、夫を選ぶことは Dianaに背くことにもなり、選ぶことによって
罪を犯したくないので、自らの意志で選ぶことはできない。どちらも同じくいとおしく、
どちらかを見捨てることもできないジレンマに陥っている。この箇所では、自己責任をと
るのを回避する、当時の貴族社会にありがちな傾向が述べられている。また、Hamlet に
見られるような、選択できないことから生ずるジレンマに陥る苦しさが述べられている。
Emiliaがこうした台詞を述べると、祭壇では次のように、突然の変化が見られる。 
 
Here the hind vanishes under the altar, and in the 
Place ascends a rose tree, having one rose upon it 
See what our general of ebbs and flows 
Out from the bowels of her holy altar 
With sacred act advances—but one rose! 
If well inspired, this battle shall confound 
Both these brave knights, and I, a virgin flower, 
Must grow alone, unplucked. 
Here is h ard a sudden twang of instruments, e
and the rose falls from the tree 
The flower is fall’n, the tree descends.  O mistress, 
Thou here dischargest me; I shall be gathered— 
I think so, but I know not thine own will. 
Unclasp thy mystery.  (Aside) I hope she’s pleased; 
Her signs were gracious. They curtsy and exeunt 
 (5. I. 163-73) 
 
最初のト書きの“vanishes”はThe Tempest第 3幕第 3場の幻の饗宴でも用いられている
用法で、私設劇場特有の物が突然消える技法である。Waithは祭壇後部の跳ね上げ戸を使
って、裏方が銀鹿を運び去り、ただ一輪のバラが糸でとめられていて、後に糸をひっぱる
ことによって花だけが容易に落ちるようになっているバラの木を持ち上げていると考えて
いる。14 また、最初のト書きの 2 行目の“ascends”も仮面劇やShakespeare後期の作品で
技巧的な物が上昇するときに使われるト書きの用語である。雌鹿が祭壇の下に消え、代わ
りに 1本のバラの木が上がってきたのを見てEmiliaは「潮の満ち干や流れをつかさどる女
神が聖なる神殿の胎内より神聖なる行いにて出されたものを見よ」と言い、ただ一輪のバ
ラに注意を喚起しているが、このような儀式性や出生に関わるメタファーが使われるのも、
Shakespeare後期の劇の特色である。Emiliaは祭壇上の突然の変化をみて、この戦いでふ
－98－ 
The Two Noble Kinsmenにおける特異性 
たりの騎士が両方滅び、彼女は結婚することなくひとり残るのではないかと口にすると突
然、今度は楽器がビュンと鳴り、花は木から落ちてしまう。Lois Potterはこの音は必ずし
もバイオリンである必要はなく、The Tempestの幻の饗宴におけるような虚ろで奇妙な混
乱した音に似たものと注をつけている。15 花が木からおちた後、木が沈んでいくが、こ
の 169行目の“descends”も仮面劇などのト書きによく使われる演出である。Emiliaはバラ
の花が木から落ちたのを見て、彼女がDianaへのお仕えから解き放たれて、結婚すること
になるのではないかとお験の意味を汲み取っているが、女神の真意は正確には分からず、
相変わらず混乱し、自己矛盾に陥っている。BawcuttはDianaの祭壇上における儀礼的で凝
った演出法について､舞台芸術家Inigo Jonesが自らの舞台で示したような仮面劇的な手法
技術を必要としたに違いないと述べているが､確かにこの引用箇所は非常に凝った仮面劇
手法の利用が見られ､しかも､それが登場人物の内面と結び付いていると考えられる。16
 
 
ＩＶ 
 
この作品の中で極めて特異な登場人物のひとりである牢番の娘に焦点を当て、牢番の娘
が劇構造の中でいかなる効果と意味を持っているのかをモリスダンスの場とあわせて、考
察してゆきたい。まず、牢番の娘は、自分の結婚相手を自らの判断で選べない Emiliaに対
して、正反対の局に位置すると言えよう。牢番の娘は父親の選ぶ求婚者には目もくれず、
Palamonとそのいとこを見たときから次のように、Palamonに心を奪われ、身分の違いに
悩みながらも、Palamonと結ばれたいと強く望み、法律をおそれながらも、彼を牢獄から
逃がす決心をしている。 
 
What should I do to make him know I love him? 
For I would fain enjoy him.  Say I ventured 
To set him free?  What says the law then?  (She snaps 
her fingers)  Thus much 
For law or kindred!  I will do it, 
And this night or tomorrow he shall love me. 
 (2. 4. 29-34) 
 
牢番の娘は Palamonへの強い思いを“For I would fain enjoy him.”（l. 30）と述べている
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が、このような台詞は身分に関わらず、普通女性の登場人物が口にしない表現である。牢
番の娘は自らの欲望や性に関する表現があからさまな点で、きわめてグロテスクな印象を
観客に与え、この作品の暗さ、特異な体質に貢献していると言えよう。こうした“enjoy”の
微妙な使い方は Shakespeare の登場人物の中では、Ophelia の台詞に類似しているが、
Opheliaが狂乱してから、このような台詞を述べるのに対し、牢番の娘は気が狂う前から、
こうした台詞を口にする傾向にある。また、こうした“enjoy”の用い方は Theseusが Emilia
にふたりの貴公子のいずれかを選ばざるをえない理由として提示する“They cannot both 
enjoy you.”（3. 6. 274）の台詞や、Arciteが初めて Emiliaを見たときにも、“I love her as 
a woman, to enjoy her; / So both may love.”（2. 2. 165-66）と述べる箇所でも見られる。
この箇所でも、Palamon の中世騎士的な女性崇拝とは対照的に Arciteの直情的な Emilia
への思いが二項対立になっている。 
さらに、彼女は法律を意識し、法の重みに対して、罪悪感を抱く台詞を述べることがい
くつかあるが、こうした環境の登場人物が法律に関して常に意識を持っているのは、牢番
の娘という設定上、関連があるかもしれないが、いささか奇異な点であると考える。こう
した用法は、後に述べることになるが、おそらく、観客層に関わることであると考える。 
Arcite は出獄できたが追放になり、みすぼらしい変装をし、公爵御前のレスリングと徒
競走で認められ、Emiliaの従者として取り立てられる。一方、Palamonは牢番の娘の力を
借りて出獄し、足かせをつけたまま、茂みに隠れているところ、Arcite に出会う。茂みも
Beaumont と Fletcher の劇で重要な展開をする設定場所である。娘は出獄させてあげた
Palamonに出会えず、次のように絶望的な状況に陥っている。 
 
 How stand I then? 
All’s chared when he is gone.  No, no, I lie; 
My father’s to be hanged for his escape, 
Myself to beg, if I prized life so much 
As to deny my act, but that I would not, 
Should I try death by dozens.  I am moped; 
Food took I none these two days, 
Sipped some water.  I have not closed mine eyes 
Save when my lids scoured off their brine.  Alas, 
Dissolve, my life; let not my sense unsettle, 
Lest I should drown, or stab, or hang myself. 
O state of nature, fail together in me, 
－100－ 
The Two Noble Kinsmenにおける特異性 
Since thy best props are warped!  So which way now? 
The best way is the next way to a grave; 
Each errant step beside is torment.  Lo, 
The moon is down, the crickets chirp, the screech owl 
Calls in the dawn.  All offices are done 
Save what I fail in; but the point is this— 
An end, and that is all. 
 (3. 2. 20-38) 
 
彼女はこの時点では何とか正気を保ってはいるものの、この 2 日間、何も食べず、睡眠も
とってはいない。そして、この台詞の前に狼と思われる遠吠えの恐怖もあり、この後、彼
女の父親が Palamonを脱走させたかどで縛り首になるのではないかと気にしながら、恋人
に見捨てられた絶望感ゆえに第 3幕第 4場では狂気の態で登場する。父親の死を気にしな
がら、気が狂ってしまう設定も第 3幕第 4場で娘が歌う猥雑な歌も Opheliaの状況と類似
している。牢番の娘は身分、性別はもちろん Hamletとは異なるが、自分の状況に対して、
どうなるのかと問いかけ、自分の命に、溶けてしまえと叫び、存在の一番の支えが歪んで
しまったと嘆き、一番よい道は墓場への近道と Hamlet を思わせるような台詞を述べて、
この「悲喜劇」と銘打った劇の重みと暗さを印象づけている。つまり、牢番の娘は道化の
ように、劇に見通しを与える役割を担っているのではないかと考える。また、彼女が第 3
幕第 4場で口ずさむ歌の一節に“He s’buy me a white cut, forth for to ride, / And I’ll go 
seek him through the world that is so wide;”（3. 4. 22-23）とあり、ここでは、白馬が言
及されているが、馬への強烈なイメージは第 5幕の Arciteを死に至らしめた Emiliaが与
えた馬へと繋がっていくのではないだろうか。もちろん、Arcite の馬は不吉な黒い馬であ
るが、ふたりのいとこは相反するようであり、実は均質の特性を持っているので、馬の色
の対比は台詞上での視覚的な効果を狙ったものであるかもしれない。 
第 3幕第 5場のモリスダンスはBeaumontの仮面劇、The Masque of the Inner T mple 
and Gray’s Innのアンチマスクから採られたとされている。このBeaumontの仮面劇の中で
大切なことは、田舎風のスポーツとは道化風の滑稽なスポーツのことであり、女道化師は
ダンスを披露し、踊り手を先導していくことと、衒学者がプレゼンターを務めていること
がまず、挙げられる。
e
17 The Tow Noble Kinsmenでも学校教師Geraldがプレゼンターを
つとめており、牢番の娘がひとり足りない娘の代役を務め、“She-Fool”の役をなしている。
また、この仮面劇は懺悔火曜日に上演することが決められており、この日は昔から遊び楽
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しむ日で、仮装したGray’s Inn やInner Temple両法曹学院の子弟や宮廷の粋な若い紳士た
ちがWinchester Houseから宮殿の方へかけて夜の 7 時頃から浮かれ騒いだ祝祭的な要素
を含んでいる。18 さらに、JupiterとJunoによる、ふたつの有名な川ThamesisとRhene
の祝婚の仮面劇になっていることやJupiterやJunoの神殿が使われていること、“descend ”
（l. 177, S. D.）や“ascend ”（l. 354, S. D.）およびThe Tempestの中で使われている観客
からは見えない一段と高い場所を指す、“upon the very top of the hill ”（l. 289, S. D.）な
どの仮面劇特有のト書きの表現が使われている点も類似点である。19 場面によって、音
楽がバイオリンからコロネット、そして静かな音楽に変わる点や、Irisが田舎踊りにふさわ
しい人々の合成からなるメイダンスを導いて第 2 のアンチマスクが出来ている点がさらな
る類似点として挙げられる。20 加えて、仮面劇では水辺の航海が華々しく演出されてい
るが、牢番の娘の狂乱の場面で使われている航海のイメージもBeaumontの仮面劇からヒ
ントを得て使ったものかもしれない。21 何故なら、劇作家がこの芝居を書く時、念頭に
おいた観客層がこの仮面劇と同じであると考えられるからである。 
モリスダンスでは歌と踊りが一緒になっているのが一般的であるが、Beaumontの仮面
劇では、歌と踊りが分離している。22 The Two Noble Kinsmenでは、踊りの部分が独立
し、その前にGeraldのお寒いかぎりの下手なダンスの解説が付いていて、似たような構造
になっており、これは、Beaumontの仮面劇を踏まえてのさらなる新趣向と言えよう。ま
た、この劇の中では、第 2 幕より後の全ての歌が牢番の娘に割り当てられており、歌が歌
える少年俳優が希少で、限られていたこともあり、彼女が公爵の前で解説するのは不適切
なので、このような構造になったのであろう。 
Potterは国王一座はイタリア人の名前を持つ宮廷風人物の気取りを嘲笑していたとして、
こうした延長線上において、モリスダンスは宮廷の余興に属するものとして認められるで
あろうとしてしる。23 このような標的になった人物として、ふたりの音楽家Alfonso 
FerraboscoとGiovanni Coperarioが挙げられており、Ferraboscoは 1611年に仮面劇の共
作にあたり、Jonsonと口論になった人物である。さらにGeraldにはメディチ家の在英建築
家で 1613年にサマセット家の婚礼の仮面劇で大失敗をした舞台装置家のConstantino de’ 
Serviへの諷刺も含まれていた可能性もある。Potterの指摘するように、宮廷上演には概し
てこれに関わっていた人々の間に悪意を生じかねない要素もあり、このモリスダンスの場
面には、当時の劇壇界や宮廷の一部上流の人々にしか分からない時事的な言及が含まれ、
それは、劇場戦争の時のように、揶揄、諷刺、演劇論に絡んだものであったと考えられる。 
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元来、モリスダンスは、古代の土着の舞踊にスペインの“morisco”、つまりムーア人の踊
りが組み合わさり、さらに様々な祝祭、特に５月祭の要素が結び付いたものである。24
Geraldと 5人の田舎者、その中にはヒヒ役も含まれており、さらに５人の田舎娘と牢番
の娘が陽気なダンスを披露する。こうしたグロテスクな動物が登場するのも仮面劇の影響
と言えよう。Theseusも Hippolyta もモリスダンスがお気に召し、公爵は Pirithousに命
じて教師に褒美を与える。お礼に Gerald は鹿狩りに戻る Theseus 一行に対して、つつが
なく鹿を射止めるように、ご婦人方にはその鹿を食するようにと呼びかけている。
Hippolytaのみならず、Emiliaも捕らえた牡鹿を食するという比喩により、ふたりの貴公
子のうちのどちらかと Emiliaは結ばれ、独身ではなくなる見通しをこのモリスダンスの箇
所は暗示している。さらにモリスダンスの箇所は元来の祝祭的豊穣の意味合いを発揮し、
次の場面、第３幕第６場におけるふたりの貴公子の決闘から最終場 Arciteの死に至るまで
の主筋の暗さを引き立て、バランスをとる役割を担っている。 
 
 
V 
 
最後にこの作品の暗い色調とふたりの貴公子および Emilia の内面とはどのように結び
付いているのか、また、この作品の終わり方は極めて奇妙な終わり方であるが、このこと
も含めて、この劇はどのようなジャンルに属し、それは、Shakespeareの劇作術の大きな
流れの中でどのような意味と位置づけをもっているのかを考察してゆきたい。 
まず、第 1幕第 2場で Palamonと Arciteはテーベの腐敗しきった世の中に対して、厭
世観を抱き、この町を去ろうと悲観的に考えているところへ Valerius より Theseus が
Creonに対し挑戦状を叩き付けたことを耳にして、次のように身の処し方を議論している。 
 
ARCITE Let him [Theseus] approach. 
But that we fear the gods in him, he brings not 
A jot of terror to us.  Yet what man 
Thirds his own worth—the case is each of ours— 
When that his action’s dregged with mind assured 
‘Tis bad he goes about. 
PALAMON Leave that unreasoned. 
Our services stand now for Thebes, not Creon. 
－103－ 
埼玉女子短期大学研究紀要 第 16号 2005.03 
Yet to be neutral to him were dishonour, 
Rebellious to oppose; therefore we must 
With him stand to the mercy of our fate, 
Who hath bounded our last minute. 
AECITE  So we must. 
 (I. 2. 93-103) 
 
Arciteは Theseusは一向に怖くはないと強気を見せてはいるものの、悩む心で行動が淀ん
でしまうと、行動がとれなくなってしまう挫折感を述べており、この点は自ら選択ができ
ない Emilia の内面と状況が似ている。Palamon は主義に関係なく、保身のために出陣す
ることを提案し、Arcite もこれに同意している。こうした貴族主義的な身の処し方は、や
はり、いろいろな柵や保身のために積極的な行動のとれない Emiliaの内面と共通している。 
こうした内面の苦しさやこれからどうするのか、どのようにしてアイデンティティーを確
立し、悲惨な外的状況に耐えていくのかといった課題は Hamletや Troilus、そして自ら選
択はしたものの、その結果絶望的な状況に陥ってしまった牢番の娘の苦境と似通っており、
こうした内的矛盾は作品全体の暗い色調と結び付いている。 
プロット自体も、このふたりが永遠の友情を確かめ合った直後に、Emiliaの姿を見て恋
に落ち、友情が決裂するというアイロニカルな展開を見せるのだが、第 3幕第 1場では、
こうした貴族の生まれや貴族的特徴にこだわった議論を展開している。 
 
PALAMON Traitor kinsman, 
Thou shouldst perceive my passion if these signs 
Of prisonment were off me, and this hand 
But owner of a sword.  By all oaths in one, 
I and the justice of my love would make thee 
A confessed traitor.  O thou most perfidious 
That ever gently looked, the void’st of honour 
That ev’r bore gentle token, falsest cousin 
That ever blood made kin!  Call’st thou her thine? 
I’ll prove it in my shackles, with these hands, 
Void of appointment, that thou liest, and art 
A very thief in love, a chaffy lord, 
Not worth the name of villain.  Had I a sword, 
And these house-clogs away— 
ARCITE Dear cousin Palamon— 
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PALAMON 
Cozener Arcite, give me language such 
As thou hast showed me feat. 
ARCITE Not finding in 
The circuit of my breast any gross stuff 
To form me like your blazon, holds me to 
This gentleness of answer: ‘tis your passion 
That thus mistakes, the which, to you being enemy, 
Cannot to me be kind.  Honour and honesty 
I cherish and depend on, howsoev’r 
You skip them in me, and with them, fair coz, 
I’ll maintain my proceedings.  Pray be pleased 
To show in generous terms your griefs, since that 
Your question’s with your equal, who professes 
To clear his own way with the mind and sword 
Of a true gentleman. 
 (3. 1. 30-57) 
 
PalamonはArciteに“gently looked”（l. 36）、“gentle token”（l. 37）と“gentle”の縁語を
使い、貴族の特性を強調しながら、Arciteに名誉のかけらもないと非難し、自らの恋愛の
正当性を主張し、相手を嘘つきであることを証明しようと述べている。Arciteは“This 
gentleness of answer”（l. 48）という台詞を自分の正しさを主張するために用いて貴族主
義的な特質を見せている。Arciteは論理的な弁論を展開し、真の紳士の心と剣を持って自
らの道を切り開こうとしていると主張し、相手に紳士なのだから、紳士らしい言葉で主張
するように求めている。54 行目の“generous”はArden版の註によれば、ラテン語の
“generosus”より来ていて、ここでは「気高く、紳士らしく」の意味になり、こうした高貴
さへのこだわりはプロローグにおける高貴さへの配慮とともに、名門出身の子弟の心をく
すぐる効果を持つ言葉なのではないかと考える。25
Arciteが Theseusより手に入れた仕事の正当性について論議した後、Arciteは次のよう
に述べている。 
 
I am persuaded this question, sick between’s, 
By bleeding must be cured.  I am a suitor 
That to your sword you will bequeath this plea, 
And talk of it no more. 
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 (3. I. 113-16) 
 
ふたりの貴公子はそれぞれ相手の環境を羨んでおり、自分の立場やEmiliaに対する権利の
正当性を主張するのに、弁論を駆使し、法的縁語や法律用語を使っている。こうした法用
語の使用や、ふたりの貴公子のそれぞれの状況から来る挫折比較の面白さを狙った演出は
やはり、法学生や上流の宮廷人を念頭に書かれたものであろう。Arciteは追放され、Emilia
を見ることがかなわず、Palamonは牢獄の窓から彼女の姿を垣間見ることができたが、牢
を移され、それもかなわない最初の段階から、Palamonが脱獄し、見つかれば極刑になる
可能性と、身分を偽って、Emiliaの騎士になったが、正体が暴かれればやはり極刑になり
かねないArciteの次の状況までを加味し、一歩離れた所から冷静に観察し、比較検討し、
見下ろす面白さは、Shakespeare後期の劇に見られる、一部上流の観客や法学生を対象に
した演劇の特色である。これら主要登場人物には時事的言及もあり、EmiliaにはElizabeth
王女、Arciteには王女の亡くなった兄のHenry皇太子、Palamonには王女のフィアンセの
Palatine選帝候を当て込む見方もあり、頭文字の類似や皇太子Henryが好戦的なプロテス
タンティズムの希望の精鋭であったこと、および皇太子が馬を愛好したことや、皇太子
Henryのための馬上槍試合の仮面劇が創られ、好戦的な中世騎士のイメージがあることな
ども考え合わせると、この芝居の観客層が特定され、演劇の目指しているものが自ずと把
握できる言えよう。26
それでは、この劇の奇妙な終わり方は一体何を意味するのか。ひとつにはM. C. 
BradbrookやGlynne Wickhamの言うように、この劇の祝婚と葬儀の奇妙な組み合わせに
は 1612 年の皇太子Henryの喪とその翌年のElizabeth王女の祝婚の時事的言及が含まれて
いるのはおそらく否定できないと考える。27
この劇は本当に悲喜劇として分類できるのであろうか。それでは、結末に至る過程に焦
点を当て、考察を続けてゆきたい。第 5幕第 1場で、Emiliaがふたりのうちのどちらかと
結婚することになるお験を Dianaの神託より得た後、第 5幕第 2場では、牢番の娘は求婚
者を Palamonと思い込み、結婚することになっている。同第 3場では、決闘により Arcite
が勝利し、勝負に負けた Palamon には、即座に処刑が執行されることになった。Emilia
を手に入れ、Palamonを失ったたことに対して、Arciteは次のように述べている。 
 
 Emiliy, 
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To buy you I have lost what’s dearest to me 
Save what it bought, and yet I purchase cheaply, 
As I do rate your value. 
 (5. 3. 111-14) 
 
Arcite は思う相手を手に入れるのに売買の表現を用いており、友情を誓い合った最愛のい
とこを失うことに対しても最愛の者を得るための代償として冷淡に語っている。こうした
表現はこの時期の諷刺喜劇の特徴のひとつである。Theseusも同様に Arciteに対して“Arm 
your prize;”（5. 3. 135）と言い、Emiliaを戦利品として淡々と手渡している。Emiliaは
決闘の結果および結婚相手の決定について、喜びに満ちたとは言い難い、次のコメントを
述べている。 
 
 Is this winning? 
O all you heavenly powers, where is your mercy? 
But that your wills have said it must be so, 
And charge me live to comfort this unfriended, 
This miserable prince, that cuts away 
A life more worthy from him than all women, 
I should and would die too. 
 (5. 3. 138-44) 
 
Emiliaの台詞に見られるすっきりしない後味の悪さ、重苦しさはこの劇の特徴であり、ロ
マンス劇と言うよりも、むしろ暗い喜劇、諷刺喜劇に近い気質を持つものである。第５幕
第４場では処刑台が運びこまれ、Palamon の刑がまさに始まろうとしている。Palamon
が牢番の娘の持参金の足しにと財布を牢番に渡し、処刑台の上に頭を載せた直後、
Pirithousが“Arise, great sir, and give the tidings ear / That are most dearly sweet and 
bitter.”（5 4. 46-47）と叫び、処刑の中止と Arcite瀕死の情報をもたらす。Emiliaが Arcite
に与えた馬が突然暴れ、速度を出しすぎて、力の限り荒れ狂い、後ろ向きにひっくりかえ
り、馬の身体全体が乗り手の上にのしかかってしまったのである。この結末は Palamonに
とっては、死の間際まで行くが死には至らないと言う点で悲喜劇的様式の中にあるが、死
そのものに至ってしまった Arciteにとっては悲劇の様式に属し、作品全体としてはその中
間に位置し、Pirithousが言うように甘くも苦い風味を用意するものであると言えよう。 
1599年にGiambattista Guariniは悲喜劇を説明する際に、どのような危険が提示されよ
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うとも、悲喜劇は「何よりも喜劇の規律」を示すことを強調した。R. A. Foakesはこれに
解説を加えて、Guariniの語句は筋の秩序あるいは配列が喜劇にふさわしい解決を導くこと
を意味していたとし、悲喜劇とは喜劇の秩序によって支配される、喜劇の亜種であり、
Beaumont とFletcher およびShakespeare の悲喜劇と異なっていることを指摘している。
28 Guariniの悲喜劇の定義は、悲劇の定義に準拠しており、「危険な目に遭うが、死に至
らない」ものであり、Fletcherの定義も死の間際まで行くが、死を扱わず、「喜劇にもな
らない」劇としていて、ここではGuariniとの差別化はあまりなされていない。29
The Two Noble KinsmenではArciteの死を扱っていることから、正式には、Fletcherの
定義した悲喜劇の枠を越えてしまうものなのではないのか。Jeanne Addison Robertsはこ
の劇はThe Faithful Shepherdessの序文においてFletcherが自ら定めた定義に一致しない
として、この序文は 1629 年の第 2 版では省略され、そのことはこの定義がもはや適切で
はないか要求を満たさないことをほのめかしているとしている。30 しかし、The Two 
Noble Kinsmenは 1613年頃が執筆年代であり、The Faithful Shepherdess改訂第 2版に
至るまでの 15 年以上の年月の幅を十把一絡げにしてよいものだろうか。The Faithful 
Shepherdessは 1608年から 1609年の創作であり、4、5年のうちにFletcherが自らの定義
を破ってしまったのは何故なのか。原作からの縛りや共作という特殊な環境のせいかもし
れないが、新種の手法を狙った故ではなかろうか。 
最終場において Palamonと Theseusはこの奇妙な結末について次のように意見を述べ、
公爵が劇全体をまとめ、締め括っている。 
 
PALAMON O cousin, 
That we should things desire which do cost us 
The loss of our desire!  That naught could buy 
Dear loss but loss of dear love! 
THESEUS Never Fortune 
Did play a subtler game: the conquered triumphs, 
The victor has the loss.  Yet in the passage 
The gods have been most equal…. 
……………………………………………………… 
 A day or two 
Let us look sadly, and give grace unto 
The funeral of Arcite, in whose end 
The visages of bridegrooms we’ll put on 
－108－ 
The Two Noble Kinsmenにおける特異性 
And smile with Palamon, for whose an hour, 
But one hour since, I was as dearly sorry 
As glad of Arcite, and am now as glad 
As for him sorry.  O you heavenly charmers, 
What things you make of us!  For what we lack 
We laugh, for what we have are sorry; still 
Are children in some kind.  Let us be thankful 
For that which is, and with you leave dispute 
That are above our question.  Let’s go off, 
And bear us like the time. 
 (5. 4. 109-37) 
 
Palamonの台詞は大切なものを成就するには大事に思うものを失わざるをえないことを強
調し、この芝居においては祝婚と葬儀が表裏一体となっていることを印象づけている。
Theseusも二項対立が均衡を保っていることを強調し、Prosperoよろしく、神の代理人と
して神の公平さと人間のはかなさについて言及し、幕締めとなっている。 
エピローグはおそらく牢番の娘を演じ、そのままの格好をした少年俳優によって述べら
れたと考えられている。31 この箇所もあまり上等な後口上とは言えないが、作品全体の
暗さや劇の後味の悪い終わり方に対して、気分を盛り上げるような軽妙な口上となってい
る。エピローグ役は“We and all our might / Rest at your service.  Gentlemen, good 
night.”（Epilogue, 17-18）と口上を締めている。Andrew Gurrが指摘するように、ブラッ
クフライアーズ座は法曹学院の近くに位置しており、伝統的にその演目としては明らかに
法学院生や立派な身なりの王侯貴族や知識階級を念頭に置いたものを上演していた。32 
エピローグ役は明らかに、一部上流の紳士に対して呼びかけており、青天井ではなく、蝋
燭の光ではあるが人工照明の小さな屋内劇場の中で、「力の限りを尽くします」と最後の
挨拶をしている。 
幕締めにおいて、Theseusが神の公平さに言及しているのは、いかなる効果があるのだ
ろうか。これはひとつには、芝居をとりしきるTheseusの威厳を示すものであり、またひ
とつには、神の正義をひとつの判断として、教訓に近いものを提示する効果があると考え
る。劇全体がTheseusの「情欲に流されれば人間としての威厳を失うのであるから、これ
を押さえるべき」という警告が枠になっていると考える。結末においては 2 組の結婚が提
示されている。牢番の娘は主筋の意味を映し出す効果を果たしているが、牢番の娘は本当
に幸せな結末を得たと言えるのであろうか。娘のプロットの展開には、教訓の要素が含ま
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れているのだろうか。Barry Wellerはこの作品において、情欲は、他者を欺くものであり、
牢晩の娘とPalamonの代用との結婚という形にも見られるように、牢番の娘は情欲の残酷
さを明らかに示していると述べている。33 また、Susan Greenは持参金付きの娘が同じ階
級の者と結婚することで、牢番の娘は彼女たちの世界で回復するであろうと述べているが、
果たしてそうであろうか。34 牢番の娘のPalamonに対する階級を超えた恋愛感情はThe 
Duchess of Malfiに見られるように、この時期の演劇のひとつの特色であると言えよう。し
かし、牢番の娘がPalamonと結ばれたとしても、階級差から来る不和や社会の軋轢を考え
ると、やはり不自然で、困難が予想され、おそらくこれも幸せな状態ではあるまい。彼女
が正気であったら、相手がPalamonでないことがはっきりし、フラストレーションがたま
り、この状態も幸せとは言い難い。彼女の正気はまだ戻っていないが、それでも大事にし
てくれる保護者がいるのは、階級差から来るさまざまな困難のない最後の状態こそ、全く
の幸福な状態とは言い難いが、考えようによっては、ある程度恵まれた状態かもしれない
と考える。これもまた、この喜劇の気質を示す色調であると言えよう。このように見てく
ると、Theseusの言葉が教訓として、劇全体の枠になっているため、Jonsonの諷刺喜劇ほ
ど露骨ではないが、娘の情欲に従った行動とその結果には教訓的な意味合いが含まれてい
ると考える。結末において、教訓性や神の正義が含まれている点からも、この作品は悲喜
劇から諷刺喜劇へ向かう気質のものであると考える。その他にも、明るく健康的な設定下
での恋愛ではなく、ひねった諷刺的な状況下で性を扱っていることや、技巧性の重視、演
劇的意識を喚起させる台詞など、諷刺喜劇の特色が見られる。 
Robertsは、この作品の結末は混乱させる妥協策で、浄化も満足させる統一感もなく、悲
喜劇は境界を越えて混乱させる迷宮に入り込んでしまったと述べている。35 これとは異
なりBarry Wellerはこの芝居の結末について、男性同士の敵対関係の本当の目的はEmilia
でも結婚でもなく、自分自身あるいは他者の消滅であり、それぞれ最終的にこの破滅的な
契約からお互いに望んでいたものを共有していると述べている。36 著者は、結末におけ
るTheseusによる神の正義や教訓の枠があることから、一応の浄化はあるのではないかと
考える。また、Hamletの死ほど偉大ではないが、Arciteの犠牲によって結末のPalamonn
とEmiliaの婚礼への言及も受け入れやすくなっていることから、友人同士の敵対関係の最
終目標が他者あるいは自らの消滅であるとは考えない。 
また、Hallet Smithは牢番の娘は最終的にはPalamonの代用で満足しているとし､この芝
居は奇妙な方法で無垢と経験の主題や､情欲と義務の葛藤を扱っていると述べている。37 
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こうした主題や葛藤は宮廷生活における重大関心事であったのではないかと考えられるが、
牢番の娘が最終的に彼女の求婚者で満足していると言い切れるかについては甚だ疑問を感
じる。何故なら、娘は求婚者に“Are not you Palamon?”（5. 2. 83）と聞き、同場で求婚者
の口づけをこすりとり、嫌悪感を示し、相手がPalamonでないと本能的に分かっていると
見受けられるからである。 
著者は今まで述べてきたように、この作品は悲喜劇から諷刺喜劇へ移行する規範の中に
あると考える。何故なら、作品全体の暗い色調、結末において神の正義や教訓性が含まれ
ている点、屈折した諷刺的な状況下での性の取り扱い、技巧性の重視、演劇的意識へのこ
だわりに加えて、医師の治療法の詐欺師的要素、娘の求婚者に対する不信感と嫌悪など非
常に諷刺喜劇に近い気質がこの作品には見られるからである。 
Shakespeareの劇作術としては、言葉の力と観客の想像力を駆使して、構築していく目
に見えない力に頼るのが、この劇作家の得意なこれまでのやり方であったが、仮面劇や諷
刺喜劇の流行により、目に見える技巧、大がかりな仕掛けによって演出し、解決していく
劇作術を一部上流の知的観客のために、常に新種の技法で対処していかなければならなか
ったのである。しかも Fletcher という上流出身の才能ある若い劇作家との共作にあたり、
劇作術の違いや生まれながらにして紳士の称号をもつものへの羨望やコンプレックスなど、
若い後継者に期待は抱きながらも、おそらく体質の合わない感じや居心地の悪さが
Shakespeare にはあったのではないのか。この作品は共作であるとは言え、Shakespeare
の劇作術の大きな流れの中での終着地点であり、以降 Shakespeareが Prosperoよろしく
筆を折って、静かで幸福な引退へと向かう契機となった非常に重要な作品なのである。 
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